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　 この研究ノー トは、市民の文化活動による

地域 コミュニテ ィの形成 と機能の活性化につ

いて検討 してい くにあた り、「いいだ人形劇

フェスタ(以 下、フェスタと略記)」 を事例 と

して取 り上げ、この市民文化活動が32年 間続

く飯田市の文化的土壌 を把握 し、市民による

文化活動成立の文化的要因を検証することを

目的 としている。

　飯田市 を中心 とした伊那谷南部には、かつ

て他所から伝播 されたさまざまな芸能が住民

によって享受、伝承された。 この地 には現在

も、数百年の歴史を持つ民俗芸能が数多 く、

人形芝居(人 形浄瑠璃)4座 、うち2座 は飯

田市内に、また、 この地に しかない屋台獅子

が30余 、 うち約20が 飯田市内に継承 されてい

る。また、歌舞伎(地 芝居)は 大鹿村の大鹿

歌舞伎、下条村の下条歌舞伎が現在継承され

ている。飯田市内には現在継承 されてはいな

いが、学校の校舎を舞台 と兼用できるように

した座光寺地区の旧座光寺小学校の"舞 台校

舎"を はじめ、舞台の遺構は伊那谷全体に150

余確認されてお り、かつての隆盛の様子がう

かがえる。こうした住民の芸能活動への盛ん

な取組みにみられる文化的土壌は、フェスタ

のような市民文化活動成立の大 きな要因 に

なつていると考えられる。

　本稿では、人形芝居、歌舞伎(地 芝居)、 獅

子舞の3つ の伝統芸能を取上げ、それ らの誕

生 と衰退、また、そこにかかわった人々の様

子か ら、飯田市の市民文化活動であるフェス

タ成立の文化的要因を検証 した。
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はじめに

　地域 コミュニティの活力衰退が社会問題の

1つ とな り、「地域活性化」「まちづ くり・む

らおこし」等を政策の柱に置 く市町村が多い。

　地域 コミュニティの活力衰退は、冠婚葬祭

や福祉 ・教育 といった相互扶助、祭 りなどの

伝統文化等の維持、地域全体の課題に対する

意見調整の機能低下を引 き起 こすと考えられ

る。そして、今、行政や住民 自らが何 らかの

手を打たなければ衰退方向への加速が強まる

ことは想像に易い。

　長野県飯田市は、県南部地方の中心都市で

ある。同市では、1979年 に始 まった人形劇の

祭典 「人形劇カーニバル飯田(カ ーニバルと

略記)」 を前身とする 「いいだ人形劇フェスタ

(フェスタと略記)」 を毎年8月 に開催 してい

る。2010年 で32回 を数えたフェスタは、その

歴史ばか りでな く、参加劇団 ・会場 ・公演数

などで国内最大の規模を誇る。毎年3～5の

海外劇団を招聘 し、10周 年毎に国際 フェス

ティバルを併催するなど、 日本を代表 し世界

に通じる人形劇の祭典 となっている。

　飯田市民にも、フェスタは横断的 ・縦断的

な広が りを持って浸透 している。フェス タに

合 わせて親戚 らが帰省 し皆で人形劇を観に

行つた り、30年 の歴史のなか、子どものころ

親に連れられて人形劇を観た人たちが親 とな

り、自分の子 どもを連れて人形劇を観に行 く

姿 も見られる。 フェスタはまさに、飯田の年

中行事の1つ として位置ついている。

　筆者は今後、地域コミュニティの形成 と機

能の活性化において文化活動の果たす役割 を、

飯田市のフェスタを事例に検討 してい きたい

と考えている。飯田市には300年 の歴史を持っ

て継承される人形芝居(人 形浄瑠璃)が2座

残っている。 カーニバル誕生時の市長である

松澤太郎(松 澤,1992:338)、 また佐藤一子

(佐藤,1989:163)は 、このような伝統芸能

を有する文化的風土が基盤としてあることが、

カーニバルのような祭典が飯田市で開催 され

るようになった理由の1つ であるとしている。

そして、カーニバルとフェスタとい う人形劇

の祭典が32年 間継続 され"伝 統"の 域に入っ

たとみなしてよいまでに至った要因 も、 この

点に関係があると考えられる。

　そこで本稿では、 より広い視点でこの地の

芸能の変遷 をたどり、フェスタとい う市民に

よる文化活動が展開され根付いたこの地域の

文化的要因を検証 し、地域コミュニティ活性

化のために市民の文化活動が果たす役割 を検

討する一研究資料 としたい。

1.飯 田市の概要一 「伝統芸能の宝庫」 と

　「人形劇のまち」一

(1)伝 統芸能の宝庫 飯田

　飯 田は古 くか ら東西 を結ぶ交通の要所で

あつた。天竜川の東岸、江戸に通 じる茅野か

ら大鹿を通 り遠州水窪の山住神社に至る秋葉
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信仰の道、秋葉街道。天竜川の西岸、塩尻か

ら飯田を経て根羽を通 り、岡崎、名古屋に至

る伊那街道。木曽の中山道と伊那街道を結ぶ

大平街道 と清内路道。飯田から新野を経て上

津具、名古屋 に至る遠州街道。こうした街道

により、物資の運搬 とあわせ文化の伝播が盛

んに行われた。飯 田で生産 された煙草 ・和

紙 ・繭 ・椀 ・干 し柿などが名古屋方面に運ば

れ、代わ りに関西の人形芝居や三河の花火、

また、江戸の歌舞伎が飯田に入って きた(日

下部,1985:120-121)。 東西の都に芸能が

花開いた江戸後期、飯田は山間の地にあ りな

が ら、養蚕 を中心 に経済的にかな り豊かで

あったことが うかがえる(桜 井,1985:39-

43,大 沢,1985:44-48)。

　飯田を含む伊那谷南部の下伊那地域は、民

俗学の宝庫とされている。かつて上記の街道

によりこの地に伝 えられた神事や芸能は、住

民が精力的にその享受に励み、観て楽 しむ芸

能から住民自身が演 じて楽 しむ芸能 とな り、

そのなかのいくつかは現在に至ってなお継承

されている。遠山郷の霜月祭 り、阿南町新野

の雪祭 りや天龍村坂部の冬祭 り。飯田市の黒

田人形 ・今田人形、阿南町の早稲田人形。大

鹿村、下条村の歌舞伎。そ して、飯田市中心

に30に もおよぶ屋台獅子の獅子舞。年間を通

した祭 りの数とそれにあわせて行われる神楽

や田楽の神事、芸能の奉納の数は枚挙 に逞が

ない。

(2)人 形劇のまち飯田一人形劇の祭典カーニ

　バル とフェスター

①カーニバルか らフェスタへの変遷一理念お

　 よび運営体制 と市民の参加形態の変容一

　飯田市で毎年8月 に開催 される 「いいだ人

形劇フェスタ」は、前身を 「人形劇 カーニバ

ル飯田」 とし、1979年 に誕生 した。回数を重

ねるに従い徐々に規模を拡大 し中身の充実が

図られたカーニバルは、飯田市 と人形劇関係

者の間(飯 田市においては、通称 「人形劇人」

と呼ぶ。以下、劇人)の 問題により、1998年

の第20回 をもって終了する。 しか し、カーニ

バルが飯田市民にとって大 きな意味を持って

いたと評価する市民の働 き掛けにより、翌年

1999年 にはフェスタとして再生す る。昨年

2010年 にはフェスタは12回 を数え、飯田市の

人形劇の祭典は、カーニバル20年 を含め通算

32年 の歴史を重ねた。「人形劇のまち飯田」は、

カーニバルとフェスタ、この2つ の人形劇の

祭典を核につ くり上げられて きたといえる。

・カーニバルの誕生一人形劇関係者の祭 りと

　 して一

　 カーニバル誕生のきっかけは、劇人か ら飯

田市への、自分たちの祭 りをこの地で開催 し

たいという依頼であつた。当時の 日本の人形

劇界は、職業専門劇団(劇 団 と略記)が 一同

に会する場 を持てない組織力の希薄 さ、また、

劇団の多 くをアマチュア劇団(ア マ劇団 と略

記)が 占める状況での芸術性向上への課題 な

ど、い くつ もの問題を抱 えていた。 こうした

実態に鑑み、 これか らの 日本の人形劇の発展

のためにも、劇団もアマ劇団も、年に1度 参

集 し交流と研鐙 を積む場の必要性が感 じられ

たものと考えられる(松 澤,1992:337)。
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　飯田市はこの依頼に対 して、第三次全国総

合開発計画1)の 施行する 「人間居住の総合的

環境の計画的な整備」の具体化として人形劇

の祭 りを地域の活性化に結び付け、「地域づ く

りのためのイベ ント」への活用を想起した。

こうして、フェスタの前身カーニバルは、人

形劇人と飯田市 との双方の思惑が結合 したと

ころに誕生 した。 カーニバルは両者の協議に

より、「市民 ・劇人 ・行政が一体となってつく

りあげる文化運動」(人形劇カーニバル飯田実

行委員会,1987:3)を 基本的な考えとした。

・カーニバルの成長一市民の積極的参加、観

　 るからつくるへ一

　 しか しなが ら、カーニバル10回 までの 「市

民 ・劇人 ・行政の3本 柱」の実態は、市民が

3本 柱の1本 にはな り得ず、行政の指導の下

で上演会場の運営業務にわずかに携わるのみ

で、観客 としての参加が中心であった。

　 その後、市民の各種団体がカーニバル実行

委員会に参加 し、市民が積極的に 「劇人のお

祭 りに協力する」方策が検討され始めた。飯

田青年会議所は、市街の中央公園に設けられ

た 「カーニバル ・ステーション」でのステー

ジ運営や物品販売を担当。また、有志による

市民会議は、人形劇団の市街地パ レー ドを盛

り上げるコンテス トへの協力などを行った。

上演を観て楽しんでいた市民は、祭 りをつ く

る参加への意欲を膨 らませ、積極的にかかわ

るようになっていった。こうした動 きは回を

重ねるなかで多様化 し、15回 を過 ぎると、青

年会議所は期間中のボ ランテ ィアの募集 を

行ったり、市民劇団のカーニバルへの上演参

加をねらったワークショップの開催 を行つた

りするようになった。

　市民は当初の 「観客」 としての参加から、

「劇人に協力」する参加、そして、「自ら祭 り

をつ くり出す」能動的な参加へ とその関わ り

の形態を変容させていったのである。

・カーニバル終了 とフェスタへの再生一市民

　の祭 りに一

　市民 ・劇人 ・行政のカーニバルをつ くる3

本の柱がそれぞれ活発に活動を展開 してい く

ようになったにもかかわらず、カーニバルは

第20回 をもって幕 を閉じる。終了は何の前触

れもなく、突然田中秀典前市長により宣言さ

れた(い いだ人形劇フェスタ10周 年記念誌編

集委員会,2009:74-75)。 この決定に至った

理由は、カーニバルをまちづ くりの文化 イベ

ントにしたいと考える行政と、カーニバルは

あくまでも自分たちの祭 りと考え、このイベ

ントを核に人形劇芸術の発展を目指 したいと

考える劇人の間に以前からあった溝が、一気

に深 まったためと考えられている。終了の決

定に際しては、市民は蚊帳の外であ り、戸惑

いのなか終了という結果を受け止めるしかな

かった。

　 しかしなが ら、このまま人形劇の祭典が飯

田から無 くなっていいのか、現 フェスタ実行

委員長である高松和子氏の呼びかけによって

市民有志が集 まり、「新 しい人形劇 カーニバ

ルを考える会」が結成 された。参加者は、地

元アマ劇団の有志、飯田青年会議所、南信州

アルプスフォーラム、カーニバルにかかわっ

ていた公民館関係者や実行委員会メンバーな
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どであった。 また、県外の劇団員 も数名参加

してもらい意見を聞いた。こうした参加者に

より度重なる話 し合いが持たれ、そのなかで、

カーニバルの成果や市民にとっての意義が検

証 された結果、新たな人形劇の祭典 を市民の

手によって生み出す ことに参加者の意向が固

まつた。翌1999年 、飯田市の人形劇の祭典は、

フェスタとして再生 され、1年 の空白も無い

まま開催された。

　 フェス タの基本的な考え方は、「市民 と人

形劇人がともにつ くる祭典」である(い いだ

人形劇 フェス タ実行委員会,1999)。 それま

での市民 ・劇人 ・行政の三位一体の運営体制

ではなく、市民有志 による実行委員会を組織

し、市民や劇人誰 もが自分の思ったこと、や

りたいことが提案でき、その提案に対 し皆の

賛同を得 られれば、皆でその提案が実行でき

るようにサポー トする。行政はあくまで裏方

であ り、情報の提供や各運営 を行 うための実

務を担当するというものとなった。「みる　 え

ん じる　ささえる　わた しがつ くる トライア

ングルステージ」(い いだ人形劇フェスタ実行

委員会,1999)を この祭典にかかわる一切の

活動の中核におき、観る人 ・演 じる人 ・祭典

を支える全ての人が誰に強制 されることな く

主体的にかかわってい くことが、 フェスタの

理念 として設定された。

②フェスタの組織

　フェスタ実行委員会の組織図は、図1の よ

うである。

　組織は、フェスタ誕生当初か ら状況に合わ

せ運営 に支障が出ないよう随時検証と変更が
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　　　　　　図1:い いだ人形劇フェスタ実行委員会組織図

(いいだ人形劇フェスタ実行委員規約より。現状にあわせ筆者が一部変更。)
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加えられている。

　現在は表のように、業務の内容によつて4

部会 ・3委 員会が組織 されている。ここに参

加す る実行委員ス タッフはプランニングス

タッフとして、事前の企画 ・期間中の運営 ・

事後の反省と、年間を通 してフェスタの業務

に従事 している。現在約60名 がここに属 して

いる。

・公演部会:公 演全般、ワークショップ、地

　 区公演の指導など

・交流事業部会:市 民 ・劇人の多彩な交流の

　 ための企画運営、式典などの催事

・広報部会:広 報、宣伝、記録、ガイ ドブッ

　 ク等の作成、インフォメーションなど

・総務部会:ボ ランティアの募集 ・指導、グッ

　 ズ販売など

・パーク運営委員会:セ ントラルパークの企

　 画運営、模擬店など

・公演企画委員会:特 集公演の企画、海外劇

　 団作品の選考、有料公演作品の選考など

・プログラム評議委員会:期 間中上演 ・催事

　 を視察 し、終了後の講評 を次年度に反映さ

　せ る資料の作成

　 これらにあわせて、開催期間中およびその

前後のみのボランテ イアスタッフがいる。こ

れは中高生の約300名 と一般を含め約500名 に

およぶ。

　 また、カーニバルか ら引き継がれ、飯田市

の人形劇の祭典の最大の特徴といえる市内全

域での分散公演に携わる 「地区実行委員会」

がある。20地 区に約80の 地区公演会場が設け

られるが、各会場に実行委員会が組織 され、

実行委員会ごとに企画運営を行っている。こ

こに携わる地区実行委員は、総勢約1,800名 を

越える。これらの地区実行委員は、 フェスタ

が主体的な意思を持つ市民の参加によって成

り立つ実行体制であるといいつつ、ほとんど

が公民館の役員やprAな ど、地区の特定の役

職を担った人たちが役職業務 として引き受け

ている。2006年 に実施 した地区実行委員への

調査(松 崎他,2006:9-14)で は、地区実

行委員会参加の立場 は、「公民館の委員 とし

て ・公民館関係団体の代表 として ・1γrA役員

として ・青少年健全育成会役員 として ・婦人

会や自治会また職場の代表 として」 と、役員

や団体の代表 として参加が9割 以上を占め、

ほとんどが義務的な参加者であった。こうし

た地区実行委員は、当初、「地区の役員として

の責任(56.9%)」 と感 じなが ら参加 している。

しか し、彼らに終了後の充実感を問うと、「充

実感をとても感 じた ・まあまあ感じた」をあ

わせると73.8%と7割 を越えていた。また、

「フェスタへの関心」は当初の21.2%か ら終了

後は34.8%へ 、「地区の活性化への関心」 は

16.6%か ら25.6%へ と増加がみ られた。

　地区実行委員は、本部のプランニングスタッ

フとは異な り、役員としての義務的な参加 と

いう実態があるものの、根底には地区への関

心や愛着 さらに責任があ り、終了後には、人

形劇や、地域の文化活動、さらに地域そのも

のへの関心を広げることができている。

2.飯 田市の文化的土壌

カーニバルが飯田に誕生 した背景の1つ と
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して、当時の市長松澤太郎氏は飯田で育 まれ

て きた風土をあげ、この地が神事芸能、人形

芝居、農村歌舞伎 など多彩な民俗芸能が伝承

されている特異な歴史的風土を持つ土地であ

ること、そ して、なかでも人形芝居は、かつ

て伊那谷全域にわた り20座 を超えるほどあ り、

現在もなお今田人形 ・黒田人形(飯 田市)、 早

稲田人形(阿 南町)、古田人形(箕 輪町)の4

座が現存すると述べている(松 澤,1992:339)。

また、佐藤は(佐 藤,1989:162-163)、 たま

たま飯田で始まったことが 「飯田で(開 催さ

れ*筆 者)な ければな らない」 と自覚 される

ようになった要因 として、市民 自身が外部か

らの文化を主体的に受容 し育てていくことの

できる豊かな文化的土壌を持っていたと述べ

ている。

凡例

■現榮中の人形座

◆かしらを残す人形座

◇記録伝承のみの人形座

●長野県 ・伊那谷

1古 田人形

2南 殿人形

3上 殿島人形

4大 田切人形

5本 郷人形

6横 前人形

7福 与人形

8河 野人形

9黒 田人形

10山村人形

11今田人形

12野池人形

13下村人形

14桐林人形

15安城垣外

16上川路人形

17伊豆木人形

18伊豆木関坂人形

19立石人形

?Ott佐人形

?1箱川人形

22丸山人形

23金野人形

24吉岡人形

25早稲田人形

26新野人形

27清内路人形

28浪合人形

29鹿塩人形

●長野県 ・伊那谷外

30冒川人形

3董下囲訪人形

32蘭人形

33親沢人形

図2:人 形座の分布(飯 田市美術博物館 「伊那谷の人形芝居」より)



70 現代社会研究科論集

　実際、民俗文化財の宝庫 といわれるほど豊

富に存在 している伊那谷の土着的民衆文化、

中でも人形浄瑠璃 などの民俗芸能の継承、ま

た、戦後の先進的な社会教育活動や文化運動

を通 した市民の文化的能動性の成熟等は、現

在フェスタを中心とした文化活動振興 を考え

るさい鍵になると思われる。

　以下、飯田周辺を囲む下伊那の伝統芸能の

継承か ら飯田の文化的背景をまとめる。

(1)人 形芝居(人 形浄瑠璃)

　飯田市立美術館の調査(1991,7)に よる

と、かつて長野県には33の 人形座があ り、そ

の うちの29座 が上伊那 ・下伊那両地域にまた

がる伊那谷に存在 していた。このうち、現在

も継承 されている人形座が4座 ある。北か ら、

上伊那郡箕輪町の古田人形、飯田市の黒田人

形 ・今田人形、下伊那郡阿南町の早稲田人形

である。これらはどれ も300余 年の歴史を持ち、

伊那谷4座 として、現在 も地元の神社の奉納

上演ほか、伊那人形芝居保存協議会主催の4

座合同発表会、フェスタ、依頼による上演、

また小中学校での指導など年間を通 して活動

を行っている。

　伊那谷 に人形芝居が伝わったのは天保4

(1647)年 のことで、下条村吉岡に名古屋の人

形遣い幅下団兵衛が来訪 し芝居を行った。そ

の後、飯田市千代の人々が自らも演 じてみた

いと元禄元(1688)年 頃人形を買い求めたが、

その人形はあまり遣われぬまま、宝永元(1704)

年に今田(飯 田市龍江)の 観音講の人々に買

い取 られた。同 じ頃、黒田(飯 田市上郷)で

は、正命庵の遊芸堪能な正岳真海が、近隣の

若者を集めて三味線や人形を弄んだと伝えら

れている。また、伊豆木(飯 田市)に 陣屋 を

持つ旗本小笠原氏、上古田(上 伊那郡箕輪町)

の豪農唐沢氏 らが相次いで人形を買い求め、

人形芝居が伊那谷各地に始まっていった。当

時は素人の物真似の域を脱しない程度のもの

であったようである。 しかし、竹本義太夫や

近松門左衛門が活躍 し人形浄瑠璃が演劇 とし

てのスタイルと内容を固めつつあったのが元

禄や天保ころであることから考えると、大阪

や江戸か ら遠 く離れたこの地に人形芝居が伝

播 していたのは驚異である。

　都で一斉を風靡 していた人形浄瑠璃 も、明

和 ・安永(1764～80)頃 になると、歌舞伎の

興隆により観客を奪われた。そんななか、関

西の人形遣い達が生 きる場所をもとめ伊那谷

に流れ込んだ。折 しも、伊那谷では人形芝居

が大人気で、人形遣いを歓待 し、師匠とあが

め、その芸の習得に努めた。師匠を得た伊那

谷の人形芝居 は従来の真似の域 を脱 し、素人

離れ した本格的な芸能を楽 しむまでに発展 し

た。このように元禄より始まり順次各地に人

形芝居ができていったが、最 も多 くなったの

は幕末から明治初年にかけてであつた。

　 ところが一転、明治の末にはそれらのほと

ん どが廃滅 してしまう。その要因は、第1に 、

天保の改革令による 「神事祭礼に芝居見物の

見せ物禁止の触」である。飯田藩で も天保12

(1840)年7月 、郷村神社祭礼の芝居見物を禁

じた。 しか しながら前年に新 しい舞台を建て

た下黒田では、天保13年 この舞台を使い子 ど
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も操 ということにして実は若連が人形芝居 を

行い罰せられた。この ような人々の情熱のあ

るところでは、どうにかお上の手をかいくぐ

り人形 を続ける努力がなされたが、それほど

の情熱がなく御触れに忠実に従った所では、

人形芝居が途絶 えて しまった。

　第2の 人形芝居の障壁 は、明治維新後の諸

識鑑札制度であった。上演に際 しての申請書

類の提出や臨検のわずらわしさ、また、安い

値段ではない鑑札料 を毎年払い続けることの

負担から、上演が行いにくくな り芝居 をやめ

てしまうところが増えた。その後、明治20年

には素人芸人の鑑札はなくな り、素人芝居の

流行 によつて男女間わず舞台に立つ ように

なつた。 しか し、技術的困難さがある人形芝

居よりも、上手下手 は別 として誰でも取 り付

ける歌舞伎(地 芝居)は 人気が増 し、大正時

代に活動写真に代わられるまで続いた。古田

人形の記録によると、地芝居を演 じたいとい

う若者 と人形芝居 を守ろうとする年配者の間

での対立が一時期あったことが記 されている。

　 人形芝居は天保以来お上か らのさまざまな

抑圧にあい、そのたび人々の人形への情熱で

乗 り越えて きたが、最終的には、明治時代に

入 り地芝居に心 を傾けた若者の意思に止めを

刺 された形でほとんどが終息 して しまった。

(2)歌 舞伎(地 芝居)

　 17世紀初め出雲阿国によって始まったとさ

れる歌舞伎は、元禄時代にさしかかるころそ

の形が整い、江戸に荒事の演技で名を売る市

川団十郎、西 に恋愛劇に巧みな坂東藤十郎と

いう名役者が登場 し、歌舞伎役者が地方巡演

にも出るようになった。当時、農村経済は豊

かにな り、こうした一座を受け容れる体制が

地方にで きていたことも芸能が地方に広がる

要因であった。伊那谷において も養蚕が盛ん

に行われるようになったため、前節の人形浄

瑠璃(人 形芝居)や 歌舞伎の ようなお金のか

かる芸能でも、好 きとなれば進んで学ぶ積極

性 を持つ人々が現れた。伊那谷へ は、正徳 ・

享保(1711～1735年)頃 、飯田藩領の知久平

村舟渡、山本村ニ ツ山、嶋田村柿木嶋な どで

芝居興行が催 された。また、文化 ・文政(1804

～1829年)に は各地で既に地狂言が行わるよ

うになり、天保年間(1830～1843年)に は各

地に舞台が建設 されるようになった。そのよ

うな盛 り上が りのなか、天保2(1831)年 に

は5代 目岩井半四郎、天保5(1834)年 には

3代 目尾上菊五郎(音 羽屋)一 座、天保12

(1841)年 には7代 目市川団十郎(成 田屋)一

座 と、江戸歌舞伎の名優が次々に飯田に足 を

運び上演を行っている。

　 こうして、最初は買い芝居 を観て楽 しんで

いた人々は、観て楽 しければそれを自分たち

のものにしよう、演 じて楽 しみたい という気

持ちが生 じ、それをもって神さまへの感謝の

印、あるいは自分たちの生 きる証 として外に

誇らしげに示そうとした。伊那谷に遺構の認

め られる舞台の数およそ150と いう数(三 隅、

1986a:183)か らも、当時の隆盛 と人々の芝

居好きが想像で きる。

こうして人形芝居 と拮抗するように誕生 し活

発に行われるようになつた歌舞伎(地 芝居)
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も、人形芝居同様、明治にな り鑑札が出たこ

とで廃絶 していった。

　そうしたなか、人形芝居や歌舞伎には手が

届かないが、獅子舞なら道具 も安 く手軽にで

きて村の祭礼行事 として禁止令にもかからな

いと、歌舞伎を捨て獅子舞 を始める村の青年

たちが現れだし、村の芸能は流行に流され再

び次のものへ と代わっていく。

(3)獅 子舞

　飯田を含む下伊那地方は、上述のように、

古来から芸能の盛んなところであるが、中で

も、飯田市を中心とした平野部には獅子舞が

数多 く分布 し、現在30を 超 える獅子舞が各町

内を中心に行われている。(図3参 照)

　これ らの獅子舞は、形態的にはいずれもい

わゆる 「二人立ちの獅子」に属するものであ

る。すなわち、大降りの神楽獅子系統の獅子

頭に胴幕(ポ ロなどとよぶ)を 垂 らし、その

幕の中に2人 ないしは2人 以上の者が入って

獅子を舞わす形のものである。飯田地方 には、

同 じ二人立ちの獅子舞と言つても、それを多

少変えて、胴幕の中に難子方を入れて獅子が

行動する 「練 り獅子」とか 「屋台獅子」 と呼

ばれるものがあ り、大神楽の舞を主 として演

じる二人立ちの獅子舞 「大神楽獅子」 と勢力

を半ばして分布 している。この屋台獅子 は、

全国にここ飯田地方にのみ存在すること、ま

図3:獅 子舞の分布(三 隅治雄 「芸能の谷　伊那谷2　 芸能のパノラマ」より)
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た、これだけの数の獅子舞がこの地域に集中

しであることは、注目すべきである。

図4:屋台獅子:(三隅治雄「芸能の谷伊那谷

2 芸能パノラマ」より)

これらの獅子の源は、飯田市に隣接する高

森町大島の瑠璃寺の獅子舞(図 4参照)とさ

れている。この獅子舞は、 天永3 (1112)年、

寺建立の際、滋賀県坂本の日吉神社の獅子舞

を伝承して催されたのが起源とされている。

現在の獅子舞は、字天王と獅子、そして警護

の猿と赤鬼、 青鬼である。獅子の行道は、ま

ず宇天王が獅子の前に立って獅子を起こす、

獅子が目を覚まし暴れだす、それを字天王が

鎮めるというものである。この形は、江戸末

期頃固定化され現在に至っているようである。

この瑠璃寺の獅子舞が近隣の地区へ伝播し

たのは明治になってからである。この時期に

なって飯田の各地区に広く伝播されたのは、

前述した人形芝居および歌舞伎が鑑札や経済

的な問題から各地区で継承しにくくなったこ

とが大きな要因であったといえる。

そして、その伝橘において、既存の形をそ

のまま教えたり、教えられたそのままを受け

入れたりはせず、必ずなにか一工夫して自分

たちのオリジナリティを出したものにしてい

るところに、飯田の人々の独自性と芸能への

情熱が表れている。つまり、瑠璃寺から高森

町牛牧への伝授においてわざわざ違うおl雑子

を考案して教えたり、また、人形芝居や歌舞

伎が盛んな時代には、宇天王の代わりに浄瑠

璃「菅原伝授手習鑑」の松王 ・梅王 ・桜丸を

練り獅子の引き手にして登場させるように変

えたり、また、オカメやヒヨットコが獅子の

道中に先駆してこっけいな振りを見せるよう

な付け加えをして自分たちの獅子舞を生み出

している。

そうしてまた、「お練祭り」 があったことが、

獅子舞特に屋台獅子の伝播を広く勢いづけた

ことは間違いない。お練祭り は、 飯田市街地

北端の大宮諏訪神社で、 寅年と申年に行われ

る式年例祭の際に開催される。これは、江戸

時代飯田藩主脇坂守が同神社を深くあがめて

おり、社殿再建(慶安4・1651年) にあわせ

て、獅子や田楽、歌舞音曲を取り入れた盛大

な祭りを始めたのがきっかけである。江戸時

代は屋台や山車、 神輿、 子どもの踊り、おl雄

子などが各地区から出されていたが、時代に

より出し物は変化してきた。平成22年3月26

~28 日の 3 日間にかけて行われたお練祭りに

は、計42団体が参加、そのうち獅子舞は27団

体、このほか、大名行列、踊り、太鼓、長持、
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またバ トントワラーも含まれていた。

　中でもひときわ注目されるのが、東野の大

獅子 と本町3丁 目の大名行列である。大名行

列は、火災による屋台焼失に伴い新たに大名

行列の道具を購入し、明治5年 より演技を披

露するようになった。東野は、諏訪大宮神社

の御膝元の地区としてこれに対抗 し、何か目

先の変わった世間をあっと言わせる出し物 を

と考え、大獅子 を製作 し登場させたのが始ま

りである。当初、張 りぼてで作った5尺4寸

の大獅子が大評判となり、その後大正9(1920)

年の御大典を機会に本獅子 を名古屋の業者に

依頼 して製作 し現在に至っている。東野と同

様、飯田周辺の各地区は、自分の地区が一番

目立ちかつこいい出し物 となるよう切磋琢磨

し、その雰囲気のなかで獅子舞は大型化 し、

屋台獅子が飯田の地域一円に広がっていつた。

こうして獅子舞は、大正 ごろ最 も隆盛 を博 し、

その後は衰退 していった。昭和40年 代後半

(1970～75年)に は休止が相次 ぐほどとなった。

　 しか しながら、平成にはい り、再び各地区

で活発な取組みが展開されるようになる。な

かには、新たに獅子舞 を作 り地区で取 り組み

始めた地区もみ られるようになった。

　飯田市鼎地区では、休止 していた1地 区の

獅子舞が昭和63(1988)年 に復活、平成6

(1994)年 には獅子舞の無かった地区に獅子

舞が新設され、現在10地 区中7地 区に獅子舞

がある。平成19(2007)年 には、いいだ人形

劇 フェスティバルと友好提携 を結ぶ台湾の雲

林県の人形劇フェステ ィバルに鼎中平の獅子

舞が招待 され参加 した。 これを機に、平成

20(2008)年 より同地区で南信州獅子舞フェ

スティバルが開催 されるようにな り、3回 目

を数える平成22(2010)年 には、第13回 全国

獅子舞サミッ トが飯田市市街地で大々的に開

催された。現在、飯田は、獅子舞の隆盛再来

の相を見せている。

3.フ ェスタ成立の文化的要因

　伝統芸能の宝庫 といわれる伊那谷 ・飯田の

伝統芸能を代表す る人形芝居(人 形浄瑠璃)、

歌舞伎(地 芝居)、 獅子舞 をとりあげ、その

歴史的変遷をみてきた。その結果、江戸時代

中期以降に誕生 したこれらの3つ の芸能は、

隆盛から衰退への波と誕生から隆盛への波 を

重ね、世代交代 を繰 り返すようにして、人形

芝居一歌舞伎一獅子舞、そして現在のフェス

タに至るまで、1つ の流れとしてつながって

きていることがわかった。その流れは、飯田

の人々の、新 しく面白いものへの志向 と、観

ること以上に自分たち自身が演 じて楽 しむこ

とへの志向に強 く影響 されるなかでの変遷で

あった。

　三隅は、民俗芸能は実は早 くて30年 、遅 く

て4・50年 を1周 期 として盛衰 を繰 り返すと

考えられ、その点か らみて、昭和30年 代以降、

獅子舞が衰退 した後に、飯田に新たな芸能が

育っていないことに対 し不安感 を感 じると述

べている。(三 隅,1986a:103)

　三隅が危惧 した昭和後半以降に飯田に新た

に育 った伝統が、人形劇の祭典であった。

人形劇関係者のお祭 りであったカーニバルが

20年 をもって解散 した後、す ぐさま市民が、
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今度は自分たちがつ くる人形劇のお祭 りを生

み出そうと立ち上が り、フェスタが誕生 した。

この経緯 はまさに、江戸時代の人形芝居や歌

舞伎の享受に相通 じるものがあると考えられ

る。 また、人形劇関係者が飯田に来て生み出

した祭典カーニバルを、原形は保ちなが ら自

分たち市民の人形劇のお祭 りフェスタにして

しまう点は、瑠璃寺の獅子舞が各地に伝播 さ

れる中で各地区が一工夫を凝 らし、あ らたな

特色 をもつ 自分たちの地区の獅子舞を創造 し

たのに通 じていて妙である。

　 また、人形芝居 も歌舞伎 もそして獅子舞も、

飯田のほぼ全域の各地区に分布 していたこと

から考えると、それぞれの地区がお互いに意

識 しあい、他の地区で面白いことをやってい

れば自分たちの地区でも取組み、他地区より

より良いものをつ くりだそ うとする、文化 ・

芸能に対する意欲 と切磋琢磨する対抗意識が

あったことがうかがえる。この地区のまとま

りと地区ごとの対抗意識があったことが、新

たな芸能への積極的な取 り組みや、芸能の レ

ベル向上、そ して継承を続けさせたと考えら

れる。

　平成時代 に入 り鼎地区を中心に再び盛 り上

が りを見せる獅子舞は、飯田旧市街地に本部

を置 く人形劇の祭典フェスタか らの刺激を受

けていることは十分考えられる。 また、同じ

鼎地区において、獅子舞が無かった地区があ

らたに獅子舞をつ くり取組み始めた動きは、

まさに大正時代、獅子舞全盛当時の、飯田地

域全体への伝播 と同 じである。

　 また、フェスタの地区公演の運営において

も、市内20地 区それぞれが各地区の上演を楽

しいものにする工夫を各地区が行 うことで、

お互いが刺激 しあい、全域的な広が りを持つ

フェスタが1つ の大 きなお祭 りとして盛 り上

がつていると思われる。

　以上の点から、市民文化活動であるフェス

タが、この地に30年 以上継続 して開催され、

伝統の域に至るようになった文化的要因を整

理すると、以下のようになる。

・飯田の人々は芸能への関心が高 く、観て楽

　 しむか ら演 じて楽 しむことに積極的に取 り

　組み、新たな芸能 を根付かせてい く気風が

　ある。

・飯田の人々は、単 なる真似ではなく、一工

　夫するオリジナ リテ ィを発揮 した文化創造

　に長けている。

・地区のまとまりがあ り、かつ、地区同士の対

　抗意識があることで、地区ごとで取 り組ま

　れる芸能 ・文化活動が積極的に展開される。

おわりに

　本稿では、民俗学の宝庫といわれる飯田 ・

下伊那地域の伝統芸能の変遷をた どることで

この地の文化的土壌 を探 り、 フェスタとい う

市民による文化活動成立の文化的要因を探っ

た。そこからは、飯田の人々の芸能への積極

的な取 り組みへの気風や地区のまとまりの強

さが明らかになった。

　今後は、そ ういった人達が具体的にどのよ

うに地区内で組織 を組み、それぞれの芸能活

動を展開 していったのか、地域 内の組織 と機

能に焦点をあて、その構造を時代に沿って考
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証 し、当時の地域 コミュニティ形成における

伝統芸能の役割 について検証 したいと考える。

〔注〕

1)1977(昭 和52)年11月 策定された第3次 全国

　総合開発計画は、その基本目標として、「限ら

　れた国土資源を前提として、地域の特性を生か

　しつつ、歴史的、伝統的文化に根ざした、人間

　と自然との調和のとれた安定感のある、健康で

　文化的な人間居住の総合的環境を計画的に整備

　すること」を掲げ、「大都市への人口と産業の

　集中を抑制し、一方、地方を振興し、過疎過密

　問題に対処しながら、全国土の利用の均衡を図

　りつつ、人間居住の総合的環境の形成を図る」

　ことを定住構想と名づけた。
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